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【研究概要】

脊椎動物および無脊椎動物の生理・生化学的研究

博士後期課程に属するArinNgamniyom君は、2009年の8月に課程を修了した。彼は、メダカのホル

モンの研究をしている。メダカの場合、ヒレの形態が第二次性徴を現しているので、ニホンメダカと

タイメダカのヒレ（背ピレ、胸ビレ、腹ビレ、尻ビレ、尾ビレ）において、男性ホルモンと女性ホル

モンの受容体および、Bonemomhogenicprotein2b(Bmp2b)の発現を比較した。彼の研究の結果、初め

て、ヒレの性的二型が生じる分子生物学的証拠が得られた。一方、タイメダカの中には、そのヒレの

形態からオスともメスとも区別できない外形的中間型が存在する。そこでニホンメダカと同様にして

解析した。その結果、タイメダカの中間型においては、それらの性ホルモン受容体の発現は、正常な

雌雄の中間型であり、Bmp2bの発現は正常な雌雄よりも低いことが判明した（研究報告参照）。

（財)サントリー生物有機科学研究所・第二研究部部長・主幹研究員佐竹炎博士、同研究員川

田岡ll士博士、同研究員関口俊男博士との共同研究により、カタユウレイボヤのカルシトニンの構造

を決定した(FEBSJ.,2009)。無脊椎動物のカルシトニンの構造はこれまで報告がなく、最初の報告

になる。脊椎動物のカルシトニンは、32個のアミノ酸から構成されているが、ホヤのカルシトニンは

30個のアミノ酸から構成されている。2個アミノ酸が少ないにもかかわらず、キンギョのウロコの破

骨細胞の活性を抑制することが判明した。詳細は、研究報告に示してある。

軟骨魚類のアカエイのカルシトニン受容体のクローニングも行っている。この研究は（財）サント

リー生物有機科学研究所の佐竹炎博士、同研究員関口俊男博士との共同研究により進めている。

さらにカルシトニン受容体の発現解析は岡山大学附属牛窓臨海実験施設の坂本竜哉教授との共同研究

により行っている。現在、希釈海水に移行した時の鯛や腎臓におけるカルシトニン受容体の発現を解

析中である。本年、東京大学で開催予定の日本動物学会で発表する予定である。

羨々な物理的 る昼且壁の応妓に関する研究魚類の利樹
》
」Ｉ ロコを用いた

魚のウロコを骨のモデルとして、物理的刺激やホルモン等の生理活性物質の骨に対する作用を調べ、

その応答の多様性を研究している。

本年度は国際宇宙ステーション「きぽう」船内実験室第2期利用に向けた候補テーマとして採択さ

れ、その準備に関する実験を行ってきた。宇宙実験では再生ウロコを用い、再生ウロコの骨芽細胞及

び破骨細胞の活性を面積当たりで算出する方法を新たに開発した(Biol.Sci.Space,2009)。さらに宇

宙実験では、新規メラトニン誘導体の作用についても解析する。この研究は、東京医科歯科大学の服

部淳彦教授と金沢大学の染井正徳名誉教授との共同研究であり、2004年から継続して研究している

テーマである(J.PinealRes.,2008a)。既に、国内特許は取得済(JPPatent4014052号）であり、現在

米国特許を出願中である。また、ハムリー（株）の関あずさ博士と共にメラトニン誘導体の卵巣除去

ラット及び低Ca食ラットにおける影響を評価した。その結果、卵巣除去ラットおよび低Ca食ラット

において、メラトニン誘導体を経口投与することにより骨強度が上昇することが判明した(J.Pineal

Res.,2008b)。したがって、この化合物は骨疾患の治療薬として有望である。これらの成果は、

Korea-JapanJointResearchP呵ectSymposiumで発表（招待講演）した。

宇宙環境利用科学委員会研究班ワーキンググループの研究助成を受け、ホルモンに対するウロコの

骨芽細胞と破骨細胞に対する応答を解析した。本年度は、特に、副甲状腺ホルモンに対する応答につ

いて解析した。この研究は、オーストラリアのメルボルン大学のProfT.JohnMartinとRMIT大学Dr.

JanineA.Danks、東京医科歯科大学の服部淳彦教授、同大学の田畑純准教授、岡山大学の山本敏男

教授、同大学池亀美華准教授、早稲田大学の中村正久教授との共同研究により進めている。その研究
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2）各種活動

社会活動

(1)笹山雄一：石川県環境影響評価委員会委員,2003-現在
（2）笹山雄一：石川県原子力発電温排水検討委員会委員，2000-現在
（3）笹山雄一：のと海洋ふれあいセンター研究報告編集委員会委員,1994-現在
（4）笹山雄一：石川県公共事業評価監視委員会委員，2005-現在

学会活動

(1)鈴木信雄：日本動物学会中部支部代議員,2008-現在

【研究費】

1）科学研究費

（1）鈴木信雄（代表），基盤研究(C),磁場と骨代謝調節ホルモンとの相乗効果を利用した新規

骨疾患治療システムの開発,1,200,000円．

（2）鈴木信雄（分担），基盤研究(C),ナノ粒子を利用した特異的温度制御による口腔癌治療

（代表：和田重人，富山大学）分担金2009年100,000円(2009年の直接経費totall,000,000円）
（3）鈴木信雄（分担），基盤研究(B),多環芳香族炭化水素類が環境・生体で新たに獲得する毒

性に関する戦略研究（代表：早川和一，金沢大学医薬保健研究域薬学系・教授）

分担金2009年200,000円（2009年の直接経費total2,600,000円）

（4）鈴木信雄（分担），挑戦的萌芽研究，重油汚染海水で孵化した魚の脊柱脅曲は多環芳香族炭化

水素が原因か？分担（代表：早川和一，金沢大学医薬保健研究域薬学系・教授）

分担金2009年750,000円(2009年の直接経費totall,600,000円）

（5）鈴木信雄（分担），二国間交流事業，東アジアにおける多環芳香族炭化水素類の挙動と毒性

（代表：烏羽陽，金沢大学医薬保健研究域薬学系・准教授）（2009年,1,000,000円）

『

〆
．

／

2）受託研究費

(1)鈴木信雄（代表),独立行政法人科学技術振興機構平成21年度「シーズ発掘試験」，

新規インF－ル化合物を用いた骨粗議症の治療薬の研究開発，2,000,000円

（2）鈴木信雄（分担），環境省ExTEND2005フイージビリテイースタデイー，多環芳香族炭化水

素類の内分泌かく乱作用の構造活性相関に基づく魚鱗の化学物質スクリーニング法に関する研

究．（代表：早川和一、金沢大学医薬保健研究域薬学系・教授),2009年2,000,000円
（3）鈴木信雄（分担），環境省地球環境推進費H21地球環境問題対応型研究課題，日本海域に

おける有機汚染物質の潜在的脅威の把握，（代表：早川和一、金沢大学医薬保健研究域薬学

系・教授）2009年47,701,000円

3）共同研究費

(1)鈴木信雄（代表),宇宙航空研究開発機構，宇宙空間における骨代謝制御：キンギョの培養

ウロコを骨のモデルとした解析,4,000,000円

（2）鈴木信雄（代表），宇宙航空研究開発機構宇宙環境利用科学委員会研究班ワーキング

グループ活動支援，魚類のウロコを用いた宇宙生物学的研究，2,800,000円

奨学寄附金

(1)鈴木信雄（代表),(財）クリタ水･環境科学振興財団助成金，骨代謝異常を評価する

迅速・高感度なシステムの開発：重油汚染海域における魚の脊柱脅曲の発症機構の解明．

2009年10月～2010年9月750,000円

4）

【新聞発表】

(1)鈴木信雄，平成21年12月12日：「きぽう」の国際宇宙ステーシヨンを用いた宇宙実験を平成

22年5月中旬に決定した事に関する記事（朝刊：北國新聞、夕刊：北陸中日新聞、朝日新聞、
富山新聞、北日本新聞、京都新聞、日経産業新聞）
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12／11～12／12

12／16

1／15

2／17

2／17～2／19

3／17

金沢大学理工研究域自然システム学系

加藤道雄教授他5名

「九十九湾周辺試料採取」

のと海洋ふれあいセンター

東出幸真主任技師他1名

｢海洋生物の採集」

のと海洋ふれあいセンター

横井将人主事他1名

｢海洋生物の調査」

のと海洋ふれあいセンター

東出幸真主任技師他1名

「海洋生物の採集」

神戸大学バイオシグナル研究センター

吉野健一助教

「鰊皮動物の細胞内情報伝達に関する研究」

のと海洋ふれあいセンター

横井将人主事他1名

「海洋生物の調査」
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2）臨海実習

6／5～6／7

7／7～7／9

8／7～8／8

8／16～8／21

8／26～8／28

9／3

9／25～9／27

金沢大学理工研究域自然システム学系

都野展子准教授他24名

「生物学実習3」

富山県立砺波高校

松原禎弘教諭他45名

「ウニの初期発生の研究及び磯の生物調査」

金沢大学理工研究域自然システム学系

中村浩二教授他21名

「臨海実習」

公開臨海実習

静岡大学理学部2年生阿部尚弘他2名

金沢大学医薬保健学域保健学類

2年生寺崎桃子他4名

共通教育「海洋生化学実習」

金沢工業大学バイオ化学部

藤永 薫 教 授 他 2 5 名

「臨海実習」

金沢大学理工研究域自然システム学系

福森義宏教授他37名

「生物学実習2」
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3）利用者数及び船舶の使用状況

平成21年度臨海実験施設利用者数（延べ人数795人の内訳）

研究者 学生

(月） 学内 学外 学内 学外

４
５
６
７
８
９
０
１
２
１
２
３

１
１
１

１
６
肥
４
乃
刎
４
２
６
２
２
２

１
３
７
７
３
２
５
８
７
２
２
５
２

２

０
９
㈹
２
仙
釣
２
０
８
０
０
０

１

１
１

０
０
０
０
８
３
０
８
０
０
０
０

２
１
２
８

１

合計 113 73 360 249

平成21年度臨海実験施設船舶使用回数

(月）あおさぎくろさぎ

４
５
６
７
８
９
０
１
２
１
２
３

１
１
１

２
２
２
２
２
１
２
３
１
３
３
３

４
４
４
３
３
３
２
６
４
９
４
５

合計 26 51
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研究報
生
ロ

＊力タユウレイボヤのカルシトニンは、キンギョのウロコに存在する破骨細胞の活性

を抑制する。

鈴木信雄，関口俊男，佐竹炎，笹山雄-(pl6-17)

*ComparisonofthemRNAexpressionratesoftheandrogenreceptor,estrogenreceptor

P,andbonemorphogenicprotein2bindorsal,anal,pectoral,andcaudalfinsbetween

normalmalesandfemalesinJapaneseandThaimedaka(Teleostei)andinsex-

undeterminableindividualsinThaimedaka

ArinNgamniyom(pl8)

＊富山湾の深海底で採集されたホシムシに関する2，3の知見

笹山雄一，北田貢，竹内章，三輪哲也(pl9)

＊本邦初報告となる海水棲マクロストマム2種について

小林一也(p20-23)
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